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１ 第４次実施計画の概要   

 

（１） 総合計画における実施計画の位置づけ 

  

本市の総合計画は、平成１０年（１９９８年）４月に策定され、「基本構想」「基本計画」「実施計

画」により構成されています。 

「基本構想」は、将来の本市の発展方向を展望し、２１世紀の新たな時代に向けて推進すべき基本

的方向を明記するもので、その期間は、平成１０年度（１９９８年）から平成３２年度（２０２０年）

までの２３年間です。 

また、「基本計画」は、基本構想の実現のために必要な施策の方向を体系的に整理するものです。

前期の基本計画が平成２２年度で終了したことから平成２３年度（２０１１年）から平成３２年度（２

０２０年）までの後期基本計画を策定し、これに基づき市政を推進しています。 

また、「実施計画」は、基本計画に掲げられた施策を個別事業にまとめ、財政的な裏付けをもたせ

た短期的な事業計画です。 

第４次実施計画の期間は、後期基本計画が始まる平成２３年度（２０１１年）から平成２５年度（２

０１３年）までの３年間です。 

 

 

＜総合計画の概要＞ 

 

◇ 計画の構成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    1998 年                          2011 年   2013 年           2020 年 
    平成 10年度                           平成 23年度  平成 25年度          平成 32年度 

 
 
 

基本構想 

後期基本計画 前期基本計画 

第 1次 

実施計画 

第 2次 

実施計画 
第 3次 

実施計画 
第 4次 

実施計画 
第 5次 

実施計画 
第 6次 

実施計画 
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◇ 基本構想の理念・将来像 

 

「基本構想」では、本市のまちづくりを行うにあたり、次の３つを基本理念としています。 

１ 人権が尊重されすべての人が安心して暮らせるまち 

２ 快適な環境の中で人と人が支え合う地域社会のあるまち 

３ 地球にやさしい市民の交流を支える活力と魅力あるまち 

 また、基本理念に基づき、西暦２０２０年（平成３２年）の松戸市の将来像を 

「いきいきした市民の舞台」 

 「ここちよい地域の舞台」 

  「風格ある都市の舞台」 

    のあるまち・松戸  と設定しています。 

そして、「次代を担う子どもたちのふるさと・緑花清流による松戸の創生」を合言葉に、市民・事

業者・行政が一体となり、真の豊かさを感じることができる３つの舞台が調和した松戸「住んでよい

まち・訪ねてよいまち」をめざしています。 

 

◇ 後期基本計画 

 

「後期基本計画」では、基本構想の実現を図るために、リーディングプランを定めるとともに、必

要な施策の方向を体系的に整理しています。 

 

○ リーディングプラン 

 

リーディングプランは、本市の将来像である「いきいきした市民の舞台、ここちよい地域の舞

台、風格ある都市の舞台のあるまち・松戸」について、その未来像に到達するためのプランを提

示するものです。 

 

 将来像 

 

めざした

い未来像 

リーディン

グプラン 

重点施策 

1 い き い

き し た

市 民 の

舞台 

自分たち

のまちは

自分たち

でつくる

元気な街 

(1) 市 民 参

加・社会参

加促進プラ

ン 

① 地域の問題は、地域で解決する仕組みづくりを進め

ます 

② ボランティア活動をはじめ公共の場に参加しやす

くするため、「人づくり」のための仕組みをつくり

ます 

③ NPO活動・ボランティア活動を支援する場を広める

など協働のまちづくりを強化します 

④ コミュニティビジネスや NPOなどを活性化し、元気

な高齢者が活躍できる場をつくります 

⑤ 起業をめざす人への支援を強化します 

⑥ 社会的雇用弱者（再就職を希望する高年齢者・女性、

就労経験の少ない若者、就労を希望する障害者な

ど）を中心に就労支援を強化します 
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 将来像 めざした

い未来像 

リーディン

グプラン 

重点施策 

2 こ こ ち

よ い 地

域 の 舞

台 

住んでい

るのが誇

らしく思

える街 

(2)魅力ある

子育て・教

育創造プ

ラン 

① 子どもを生み、育てるなら松戸と思われるように、子育て支援

や教育などの各種施策を推進します 

② 将来の市民を育てるという視点から確かな学力と豊かな人間性

を育む教育を進めます 

③ 各学校のカリキュラム開発を強力に支援し、「ヤル気になればデ

キル」から「デキルからヤル気になる」よう学習活動の転換を

図り、児童生徒の自ら学び自ら考える力を育成し、基礎的・基

本的な内容を確実に定着させます 

(3)松戸の住

みやすさ

再生プラ

ン 

① 都市計画制度の状況を分析し、魅力ある市街地の形成を進めま

す 

② UR都市機構などの集合住宅のある街について、若者と高齢者な

どあらゆる層が交流できる活気あるまちづくりに向けて検討し

ます 

③ 市民芸術の発信など文化芸術による地域のまちづくりを支援し

ます 

④ 高齢者が住み慣れた街で安心して暮らせるように、身近な問題

を地域のみんなで解決できるまちづくりを進めます 

⑤ 市立病院を整備し、民間医療機関との連携を強め、医療を必要

とする人が安心できるまちづくりを進めます 

⑥ 警防ネットワークなどの強化により、日常的に人と人のつなが

りがある「地域防災・防犯体制」づくりを進めます 

⑦ 公共施設の状況を明らかにし、今後の再編整備に向けて検討し

ます 

3 風 格 あ

る 都 市

の舞台 

みんなの

協力で賑

わいのあ

る街 

(4)地域産業

活性化プ

ラン 

① 市内の交通結節点である主要駅を中心に、民間活力を活かした

魅力アップを図り、市内からも市外からも購買力のある人々が

集まる賑わいを創造します 

② 松戸の新しい都市ブランドを構築し、若者が住みたくなるモデ

ル都市を検討します 

③ 地元商店街が地域のまちづくりの一翼を担うよう商店街の活性

化を図ります 

④ 松戸駅の改造をきっかけとした松戸駅周辺の活性化を促進しま

す 

⑤ 今後の社会経済環境を勘案しながら工業団地のあり方を検討し

ます 

(5)行財政健

全・安定化

プラン 

① 実施計画を選択と集中を明確にした戦略計画として、中期的な

財政状況を明らかにし、事業の見直しを進め、財政の健全化を

図ります 

② 政策立案過程の情報も含め、市政情報の「見える化」を進めま

す 

③ 市、外郭団体が保有する資産の実態を明らかにし、資産管理の

適正化と効率化を図ります 
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○ 政策展開の方向 

 

政策展開の方向は、必要な施策を体系的に整理したものです。 

 

節 項（政策） 

第１節 連携型地域社会の

形成 

第1項 市民と行政の共同を推進します 

第2項 一人ひとりの人権が尊重される地域社会をつくります 

第3項 男女共同参画の地域社会をつくります 

第２節 豊かな人生を支え

る福祉社会の実現 

第1項 健康に暮らすことができるようにします 

第2項 病気や障害、高齢などを理由に生活に支障があっても、自

立した生活が送れるようにします 

第3項 安心して子どもを生み、健やかに育てることができるよう

にします 

第4項 市立病院として高度で良質な医療を提供します 

第３節 次代を育む文化・教

育環境の創造 

第1項 子どもたちが自らの将来の目標を持ち、その実現に必要な

知識や経験を得られるようにします 

第2項 生涯学習やスポーツを楽しむことができるようにします 

第3項 国際的な広い視野と平和を愛する心が育まれ、松戸の歴史

や文化・伝統が保持され、後世に伝えられるようにします 

第４節 安全で快適な生活

環境の実現 

第1項 災害に対する不安を減らすようにします 

第2項 火災等の災害から市民生活を守ります 

第3項 救急救命が必要になった市民の生命をつなぎます 

第4項 環境にやさしい地域社会をつくります 

第5項 犯罪や事故のない安全で快適な市民社会をつくります 

第6項 緑と花に親しむことができるようにします 

第５節 魅力ある都市空間

の形成と産業の振

興 

第1項 地域産業を振興し、豊かな経済活動ができるようにします 

第2項 個性を活かし、能力を発揮して働くことができるようにし

ます 

第3項 ゆとりを感じるまちに住むことができるようにします 

第4項 誰もが安心してスムーズに移動できるようにします 

第5項 安全な河川に整備し、きれいな水とふれあえるようにしま

す 

第6項 いつでも安心して水道水が使えるようにします 

第６節 都市経営の視点に

立った行財政運営 

第1項 市民ニーズに基づく行政経営を行います 

第2項 財源、財産を適正に管理し、配分します 
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（２） 第４次実施計画の特徴  

 

① 戦略プロジェクトによる計画の推進 

後期基本計画に定めるリーディングプランを実効的にメリハリをつけて推進するため、特に重点的に絞

り込んで取り組むべきことについて、１２の戦略プロジェクトとして第４次実施計画に設定して、計画を

推進してきました。また、その推進体制については、平成２５年４月の組織改革に併せて改善を図り、プ

ロジェクト体制から部長をリーダーとした各所属で取り組みを進めることとなりました。 

 

② 政策展開の方向 

後期基本計画に定める政策展開の方向について、第４次実施計画では、施策ごとに、体系的に、取り組

むべき課題、めざす成果、成果達成を判断する代表的な目標を設定して、計画を推進してきました。 

 

③ 「めざそう値」（後期基本計画に定めた指標の目標値）の達成状況の確認 

めざそう値は、後期基本計画に定めた指標の目標値です。後期基本計画で定める施策の展開方向につい

ては、この目標値の実績により達成状況を確認しており、第４次実施計画では、計画期間の最終年次であ

る平成２５年度のめざそう値を設定して、計画を推進してきました。 

 本報告書では、後期基本計画に定めた９７指標の目標値（平成３２年度）に対する第４次実施計画の実

績値（平成２５年度）を市民意識調査や内部調査などにより取得して達成状況を確認しています。めざそ

う値については、市民の皆さまとともにめざす目標であることから、この結果を公表することで、市民の

皆さまの活動につなげていただくとともに、市としても第５次実施計画及び第６次実施計画の取り組みに

つなげてまいります。 

※資料 第 4次実施計画に設定した「めざそう値」の指標解説をご参照ください（Ｐ.145～Ｐ.156）。 

 

（３） 本報告書の位置づけ 

 

平成２３年度から２５年度までを計画期間とした「第４次実施計画」の計画期間が終了したことから、

その達成状況をまとめたものが本報告書です。 

本報告書では、後期基本計画のリーディングプランの実現に向けて、第４次実施計画に設定した１２の

戦略プロジェクトのミッションの達成状況について、また、計画期間内の施策の展開にそった取組み課題

（１２２の計画事業）については、設定した目標の達成状況について、実施計画の中で主な指標として示

した「めざそう値」とともに、お知らせするものです（３ 計画事業の達成状況）。 
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400,000

410,000

420,000

430,000

440,000

450,000

460,000

470,000

480,000

490,000

500,000

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

常住人口 設定人口 推計人口

２ 計画期間における人口と計画事業費の状況 

 

（１）  人口の状況 

後期基本計画で設定した第４次実施計画における最終年次の平成２５年度の計画人口４９万人、推計人

口 ４７７，４２１人に対し、常住人口は４８０，２２７人となっています。 

                                （単位：人、各年 10月 1日） 

 前期基本計画 後期基本計画 

 第１次 

実施計画 

(平成 14年) 

第２次 

実施計画 

(平成 19年) 

第３次 

実施計画 

(平成 22年) 

第 4次 

実施計画 

(平成 25年) 

第５次 

実施計画 

(平成 28年) 

第６次 

実施計画 

(平成 32年) 

設定人口 

（14歳以下比） 

（15-64歳比） 

（65歳以上比） 

461,000 478,000 480,000 490,000 

12.0% 

65.8% 

22.2% 

495,000 

11.0％ 

64.6％ 

24.4％ 

500,000 

9.8％ 

64.6％ 

25.6％ 

実績 

（14歳以下比） 

（15-64歳比） 

（65歳以上比） 

470,759 476,792 

 

484,457 

 

480,227 

12.7％ 

64.8％ 

22.5％ 

  

推計人口 ― ― 477,830 477,421 476,182 473,615 

・設定人口の年齢３区分による構成比は、参考です。 

・推計人口については、平成２１年１月実施の人口推計のうち、現実型の推計値（住民基本台帳人口

と外国人登録人口の合計）を平成１９年の乖離をもとに常住人口に換算しています。 

・推計と設定人口との差は、子育て世代の定住促進などによる人口増を見込んでいます。 

 

図表 人口の推移、推計、設定 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 25年の 

常住人口 480,227人 
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（２） 計画事業費と財政の状況 

① 計画額と予算額・決算額の状況           ※予算額は当初予算となっています。 

＜一般会計・特別会計・企業会計＞ 

    

（単位 百万円） 

         年度          

施策体系 

平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 
期間合計 

計画事業 計画事業 計画事業 

第 1節 

計画額 119 130 133 382 

予算額 119 176 174 469 

決算額 110 164 170 444 

第 2節 

計画額 6,165 6,726 6,701 19,592 

予算額 6,165 6,069 6,619 18,853 

決算額 5,612 5,905 6,139 17,656 

第 3節 

計画額 1,999 3,294 2,952 8,245 

予算額 1,999 1,400 1,656 5,055 

決算額 1,962 2,814 4,191 8,967 

第 4節 

計画額 1,870 3,072 2,024 6,966 

予算額 1,675 2,441 3,770 7,886 

決算額 1,737 2,100 2,877 6,714 

第 5節 

計画額 1,806 2,206 2,205 6,217 

予算額 1,605 1,522 1,909 5,036 

決算額 1,139 1,366 1,770 4,275 

第 6節 

計画額 193 192 209 594 

予算額 194 211 190 595 

決算額 172 177 257 606 

計 

計画額 12,152 15,620 14,224 41,996 

予算額 11,757 11,819 14,318 37,894 

決算額 10,732 12,526 15,404 38,662 

計画額に対する予算及び決算の実績 

予算額／計画額（％） 96.7％ 75.7％ 100.7％ 90.2％ 

決算額／計画額（％） 88.3％ 80.2％ 108.3％ 92.1％ 
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（一般会計） 

   

（単位 百万円） 

         年度          

施策体系 

平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 
期間合計 

計画事業 計画事業 計画事業 

第 1節 

計画額 119 130 133 382 

予算額 119 176 174 469 

決算額 110 164 170 444 

第 2節 

計画額 5,623 6,113 6,079 17,815 

予算額 5,623 5,418 5,972 17,013 

決算額 5,275 5,511 5,741 16,527 

第 3節 

計画額 1,999 3,294 2,952 8,245 

予算額 1,999 1,400 1,656 5,055 

決算額 1,962 2,814 4,191 8,967 

第 4節 

計画額 1,870 3,072 2,024 6,966 

予算額 1,675 2,441 3,770 7,886 

決算額 1,737 2,100 2,877 6,714 

第 5節 

計画額 1,090 1,483 1,474 4,047 

予算額 1,131 1,044 1,429 3,604 

決算額 677 888 1,295 2,860 

第 6節 

計画額 193 192 209 594 

予算額 194 211 190 595 

決算額 172 177 257 606 

計 

計画額 10,894 14,284 12,871 38,049 

予算額 10,741 10,690 13,191 34,622 

決算額 9,933 11,654 14,531 36,118 

計画額に対する予算及び決算の実績 

予算額/計画額（％） 98.6％ 74.8％ 102.5％ 91.0％ 

決算額/計画額（％） 91.2％ 81.6％ 112.9％ 94.9％ 

      （特別会計） 

   

（単位 百万円） 

         年度          

施策体系 

平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 
期間合計 

計画事業 計画事業 計画事業 

第 2節 

計画額 527 609 618 1,754 

予算額 527 646 642 1,815 

決算額 323 391 394 1,108 

計 

計画額 527 609 618 1,754 

予算額 527 646 642 1,815 

決算額 323 391 394 1,108 

計画額に対する予算及び決算の実績 

予算額／計画額（％） 100.0％ 106.1％ 103.9％ 103.5％ 

決算額／計画額（％） 61.3％ 64.2％ 63.8％ 63.2％ 
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（企業会計） 

   

（単位 百万円） 

         年度          

施策体系 

平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 
期間合計 

計画事業 計画事業 計画事業 

第 2節 

計画額 15 4 4 23 

予算額 15 5 5 25 

決算額 14 3 4 21 

第 5節 

計画額 716 723 731 2,170 

予算額 474 478 480 1,432 

決算額 462 478 475 1,415 

計 

計画額 731 727 735 2,193 

予算額 489 483 485 1,457 

決算額 476 481 479 1,436 

計画額に対する予算及び決算の実績 

予算額／計画額（％） 66.9％ 66.4％ 66.0％ 66.4％ 

決算額／計画額（％） 65.1％ 66.2％ 65.2％ 65.5％ 

 

 

② 一般会計・歳出の財政見通しと実績 

 

＜財政見通し＞ 

                                       （単位 百万円） 

※ その他財源は、国支出金、県支出金、地方債、その他特定財源（利用料など）が含まれます。 

※ 上記の表は、平成 23年 1月時点の推計値です。 

 

＜実 績＞ 

                                       （単位 百万円） 

 

  平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 期間合計 

一般財源 78,878 82,216 82,406 243,500 

その他財源 47,072 56,088 54,840 158,000 

計 125,950 138,304 137,246 401,500 

  平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 期間合計 

一般財源 87,798 87,125 89,627 264,550 

その他財源 39,799 42,022 45,508 127,329 

計 127,597 129,147 135,135 391,879 
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達成

３３％

（４）

一部達成

６７％（８）

( )内はプロジェクト数の内

３ 計画事業の達成状況 

 

（１） 戦略プロジェクトの達成状況 

 第４次実施計画で設定した戦略プロジェクトの達成状況については、ミッションの達成状況により判断

しました。「達成」しているものが４戦略プロジェクトで３３％、「一部達成」しているものが８戦略プロ

ジェクトで６７％となっています。 

なお、戦略プロジェクトは第４次実施計画をもって終了しましたが、引き続き取り組んでいく課題につ

いては、第５次実施計画に設定しています。 

戦略プロジェクトの達成状況については、下記の表のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

後期基本計画に定めるリーディングプラン 戦略プロジェクト 達成状況 

（1）市民参加・社会参加促進プラン 1 市民自治検討プロジェクト 一部達成 

（2）魅力ある子育て・教育創造プラン 2 魅力ある子育てタウン創造プロジェクト 達成 

3 確かな学力と豊かな人間性を育む教育推進プロジェクト 一部達成 

（3）松戸の住みやすさ再生プラン 4 都市計画検討プロジェクト 一部達成 

5 魅力ある大規模団地等検討プロジェクト 一部達成 

6 文化の香りのする街構築プロジェクト 一部達成 

7 病院経営健全化プロジェクト 一部達成 

8 公共施設再編整備プロジェクト 一部達成 

（4）地域産業活性化プラン 9 松戸駅周辺地域活性化プロジェクト 一部達成 

10 工業団地のあり方再検討プロジェクト 達成 

11 中小企業支援・商店街活性化プロジェクト 達成 

（5）行財政健全・安定化プラン 12 行財政改革プロジェクト 達成 
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【表の見方（戦略プロジェクト）】 

 

  

１ ○○プロジェクト 

 

【○○部 ○○課】 

 

【ミッション（使命）】 

  

 

【ビジョン（展望）】 

 
 
 
ミッションの達成について 

 

 

 

 

【３年間の取り組み課題】 

＜主な取組み＞     

 

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

 
 P.  –No. 

 

 

 

 

＜関連する取組み＞ 

 

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

 
 P.  –No. 

 
 

 

達成状況 主な成果や今後の方向性 

  

戦略プロジェクト番号・名称 

課題に取り組む担当組織名（平成 25年度） 

組織改革後の担当課を表示しています 

戦略プロジェクトを推進することでめざす姿 

戦略プロジェクトでめざす任務・使命 

このプロジェクトでの主な取組みです 

このプロジェクトに関連する取組みです 

計画期間内における戦略プロジェクトの主な成果 

今後の方向性を記載しています。 

各戦略プロジェクトに設定したミッションの達成状況をふまえて判

断しています 

 

取り組み課題で設定した目標の達成状況をふまえて判

断しています 
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１ 市民自治検討プロジェクト 

【市民部 市民自治課】 

 

【ミッション（使命）】 

市民自治の基本を示す制度の制定に向けた準備を行うとともに、地域の問題は地域で解決する仕組みを検

討します。 

【ビジョン（展望）】 

市民自治の基本原則を定める条例などについて、市民や関係団体等と一緒に検討し、市民が主役のまちづ

くりを進めます。また、地域の団体や NPO 等が連携していけるような仕組みを地域の人々や関係団体等

と一緒に検討し、地域の問題は、できるだけ地域で解決していけるようにします。 
 
ミッションの達成について 

 

【３年間の取り組み課題】 

＜主な取組み＞     

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

市民自治の基本を示す制度や地域の問題は地域で解決する仕組みを検討します。 一部達成 P.32–No.2 

 

＜関連する取組み＞ 

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

市政の重要課題について、直接住民が意思決定をする仕組みを用意しておくため、住民投票条例をつ

くります。 
一部達成 P.32–No.3 

公募型委託制度などの仕組みを検討し、その導入を図ります。 未達成 P.34–No.5 

地域団体、ＮＰＯ、市職員が地域課題を共有し、活動につなげるためのまちづくり交流広場・サロン

事業を推進します。 
一部達成 P.34–No.6 

達成状況 主な成果や今後の方向性 

一部達成 

地域の問題を地域で解決する地域の仕組みづくりを検討するため、委員会を設置し、「地

域の仕組みづくり検討報告書」をもって、松戸版の地域の仕組みづくりを市長に答申しま

した。その後、より良い仕組みの構築を目指して、市主催で、様々な地域団体から代表者

を集め、意見交流を行う懇談会を実施するとともに、モデル試行実施に向けて３地区（本

庁、馬橋、小金地区）で理解を得て、２地区（馬橋、小金地区）で意見交換会を複数回開

催しました。今後も松戸ならではの自律した地域社会の実現に向けて、ゆっくりではあり

ますが、着実にその歩みを進めていきます。 

（成果物）地域の仕組みづくり検討報告書 

また、市民自治の基本を示す制度の検討においては、平成 23 年度から庁内横断的な「自

治基本条例検討分科会」を開催し、研修会、グループワーク、市長への発表会、先進実施

自治体への視察などを実施・展開することにより、職員の「市民自治」意識の涵養に努め

ました。 

 今後も、中長期的な視点で、地域の仕組みづくりと連動しながら、進めていきます。 
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認知症サポーターやあんしん一声運動の見守りに加え、高齢者支援連絡会を充実し、地域で発生する

相談事業を地域包括支援センター等につなぎ、サービスの利用を促進します。 
一部達成 P.51–No.22 

要援護者の台帳を整備し、地域包括支援センターや中核地域生活支援センターなどの機能を充実し、

福祉相談窓口のワンストップ化を進めるとともに、地域で活躍するコミュニティソーシャルワーカー

（調整役・相談役）を養成し、地域とともに支え合う地域福祉の推進に努めます。 

達成 P.51–No.23 

子どもフォーラムや若者と大人の意見交換会を開催し、子どもたちが地域と将来に関心をもてるよう

にします。 
達成 P.54–No.25 

保護者・地域住民などによる学校教育支援のための仕組みや組織づくり、人材発掘を推進します。 一部達成 P.70–No.45 

市民が主体となる学習活動を推進し、まちづくりを担う人材を育成します。 達成 P.73–No.48 

災害時に一人での避難が困難な人を地域で支援できるようにするための計画をモデル地区で実施す

るとともに、自主防災組織を充実させます。 
一部達成 P.83–No.58 

市民との連携で、犯罪のおきにくい環境を整備するとともに、特に、子どもたちを犯罪被害から守る

活動を促進します。 
未達成 P.97–No.70 
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２ 魅力ある子育てタウン創造プロジェクト 

【子ども部 子育て支援課】 

【ミッション（使命）】 

松戸で子どもを生み、育てたくなる魅力ある子育て環境をつくるために必要な施策を推進します。 
 

【ビジョン（展望）】 

子どもを生み育てたいと思え、子育てするなら松戸に移り住みたいと思えるような、子育てしやすく、子

どもの笑顔あふれる街まつどをめざします。そのために、国の「子ども子育て新システム」のモデルをめ

ざし、幼保一体化など、松戸市の特性に応じた制度を構築します。また、松戸市次世代育成支援行動計画

（後期計画）に基づき、待機児童の縮小、保育ニーズに合わせた保育サービス提供、放課後の児童の居場

所づくりを進めます。 
 
ミッションの達成について 

 

【３年間の取り組み課題】 

＜主な取組み＞     

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

国の「子ども・子育て新システム」のモデルをめざして、幼保一体化や、子育てしやすい街づくりの

ための施策を検討します。 
達成 P.57–No.29 

 

＜関連する取組み＞ 

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

不妊治療を希望する人に、国、県が助成している補助金の増額を要請し、必要に応じて市独自の補助

金を助成します。 
達成 P.46–No.17 

子どもを取り巻く地域や行政が連携し、児童虐待の早期発見、早期対応を図ります。 一部達成 P.54–No.24 

子どもフォーラムや若者と大人の意見交換会を開催し、子どもたちが地域と将来に関心をもてるよう

にします。【再掲】 
達成 P.54–No.25 

東部地域など保育需要が増えている地域に保育所を誘致します。 未達成 P.55–No.26 

多様なニーズに合わせて「一時預かり事業」「特定保育事業」「休日保育」などの保育サービスの拡充

を図ります。 
一部達成 P.56–No.27 

駅前型子育て施設の設置推進を図ります。 一部達成 P.57–No.30 

保護者の就労の有無に関わらず、全ての小学生が安全にすごせる「放課後の居場所」を増やします 一部達成 P.58–No.31 

放課後・休日の子どもたちの学習活動を促進するため、社会教育施設等やスポーツ施設の無料化を進めます  達成 P.75–No.51 

達成状況 主な成果や今後の方向性 

達成 

学識経験者等による次世代育成支援行動計画推進委員会から魅力ある子育てタウン創

造に向けた提言を受け、施策を検討・推進しました。また、子ども部を設置し、子ども・

子育て支援施策の総合的な推進を図りました。 

（成果） 

○子どもフォーラムの子どもたちの提言により森のこども館事業を実施 

○駅前型子育て支援施設としてＥ-こどもの森・ほっとるーむ松戸を開設 

○大学、市内事業者との連携による子ども・子育て支援事業の実施 
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３ 確かな学力と豊かな人間性を育む教育推進プロジェクト 

【学校教育部 指導課】 

 

【ミッション（使命）】 

将来の市民を育てるという視点から確かな学力と豊かな人間性を育む教育環境をつくるために必要な施策

を推進します。 
 

【ビジョン（展望）】 

児童生徒の自ら学び自ら考える力を育成し、確かな学力と豊かな人間性を育むための教育環境整備を進め

ます。スタッフ派遣の充実を図り、きめ細かな学習指導を行います。児童生徒が小さな「デキル」体験を

積み重ねることで、「デキルからヤル気になる」へと学習活動を転換し、学力向上を推進します。 
英語・言語技術を軸にした小中一貫カリキュラムの構築により、学力の向上と小中学校のスムーズな接続

を図ります。また、小・中・高の連携を踏まえた一貫教育のあり方も視野に入れて研究します。 
地域的な児童生徒増による学校の増築・新設を実施します。また、保護者・地域住民参加の学校支援の仕

組みづくりを検討します。 
 
ミッションの達成について 

 

【３年間の取り組み課題】 

＜主な取組み＞     

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

長期的な視野に立った実効性のある教育プログラムにより、確かな学力と豊かな人間性を育みます。 一部達成 P.65–No.37 

 

＜関連する取組み＞ 

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

英語・言語技術を軸にした小中一貫カリキュラムを構築します。 達成 P.65–No.38 

スタッフ派遣事業をはじめとした人材派遣事業を再構築し、児童生徒の学力向上をめざします。 達成 P.66–No.39 

スポーツや音楽活動をはじめ魅力ある市立高校とするための改革を推進します。 達成 P.68–No.42 

保護者・地域住民などによる学校教育支援のための仕組みや組織づくり、人材発掘を推進します。 

【再掲】 
一部達成 P.70–No.45 

宅地開発等に伴う地域的な児童生徒数の増加への対応のため学校の増築や新設を実施します。 一部達成 P.70–No.46 

 

 
 
 
 
 

達成状況 主な成果や今後の方向性 

一部達成 

 言語活用科を軸にしたカリキュラム改善や小中連携進展、特別支援教育における支援体

制改善に伴った人材支援体制整備、市立高校の充実化に一定の成果は見られましたが、今

後も継続的な取り組みが必要であると考えます。 
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４ 都市計画検討プロジェクト 

【街づくり部 都市計画課】 

 

【ミッション（使命）】 

都市計画制度の状況を分析し、魅力ある市街地の形成を進めるために、様々な手法を活用して、将来、豊

かな松戸につながるようなプランニングを行います 
 

【ビジョン（展望）】 

生産年齢人口や交流人口の増加を図り松戸の価値を高めるため、現行の都市計画制度及び指定状況を分析

します。そのうえで、地域の特性に応じた地域地区や都市施設さらに地区計画制度など様々な手法を活用

し、「商業」「工業」「農業」「住宅」「景観」などあらゆる政策と連携を図り、豊かな松戸につながるような

プランニングを行い都市ブランドを構築します。 
 
ミッションの達成について 

 

【３年間の取り組み課題】 

＜主な取組み＞     

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

松戸市の将来像に適合する都市計画を検討します。 達成 P.117–No.93 

 

＜関連する取組み＞ 

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

松戸市の新しい都市ブランドを構築するため、東松戸駅周辺のまちづくりを検討します。 一部達成 P.118–No.94 

長期未着手路線の必要性を検証し、都市計画道路の見直しを行います。 未達成 P.124–No.101 

若い人が住みたくなる松戸の都市ブランドを構築するため、市内大学との連携を推進します。 一部達成 P.133–No.105 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

達成状況 主な成果や今後の方向性 

一部達成 

 区域区分の見直しについては、住居系の編入候補地区が複数あるものの、千葉県の示す

見直し基本方針により拡大は難しい状況となりました。住居系以外として、商業工業系の

見直しについては開発事業者が不可欠であることから、今後は対象エリアを絞り込むと伴

に事業者を模索する必要があるため、それについて検討を進めていきます。また、東松戸、

新松戸地区については個別課題が明確となったため、今後は課題解決のための方策を検討

します。 
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５ 魅力ある大規模団地等検討プロジェクト 

【健康福祉部 健康福祉政策課、街づくり部 住宅政策課】 

 

【ミッション（使命）】 

ＵＲ都市機構などの集合住宅のあるまちについて、自然、歴史文化などの地域特性を活かしつつ、子育て

等、特に地域福祉の視点から今後のまちづくりを検討します。 
 

【ビジョン（展望）】 

ＵＲ都市機構などの集合住宅のあるまちが、自然、歴史文化などの地域特性を活かし、今後も魅力を持ち

続けられるようにします。そして、若者から高齢者まで、共に生き生きと暮らせるまちにするために、子

育ての視点、地域福祉の視点など様々な視点から今後のまちづくりに必要な諸施策を検討します。 

 

ミッションの達成について 

 

【３年間の取り組み課題】 

＜主な取組み＞     

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

UR 都市機構などの集合住宅のあるまちの今後のまちづくりを検討するため、市民、事業者、行政な

どによる検討体制をつくります。 
一部達成 P.120–No.97 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

達成状況 主な成果や今後の方向性 

一部達成 

 梨香台団地においては、ＵＲの団地再生事業についての具体的な進捗はありませんでし

たが地元自治会等との信頼関係を構築することができました。 

常盤平団地においては、平成２４年度にアート事業の実施により活性化を図りました。

平成２５年度については、関係者間の意見が合意に至らず、事業の実施が困難となったこ

とから、今後の方策について再検討を進めています。 
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６ 文化の香りのする街構築プロジェクト 

【経済振興部 文化観光課】 

 

【ミッション（使命）】 

戸定邸・千葉大学園芸学部を中心とする地域、小金宿周辺地域、21 世紀の森と広場・森のホール２１を中

心とする地域などのまちづくりを歴史・文化の視点から再検討します。 
 

【ビジョン（展望）】 

松戸の都市ブランド構築につながる文化・芸術を育てるために必要な施策を検討し、基本的な方針を定め

ます。そして、博物館、戸定歴史館、21 世紀の森と広場などの拠点の魅力を高めます。 
また、松戸の歴史的・文化的視点から重要な資源を再確認し、戸定が丘周辺、２１世紀の森と広場周辺、

小金宿周辺など、文化的資源を活かした地域の特性に合ったまちづくりを進めます。 
 
ミッションの達成について 

 

【３年間の取り組み課題】 

＜主な取組み＞     

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

松戸の文化芸術を育む環境をつくるため、文化芸術の振興を図るための基本的な方針を検討します。 達成 P.79–No.55 

＜関連する取組み＞ 

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

生涯学習活動機能の充実を図るため社会教育施設の再編を検討するとともに、生涯学習センター構想

用地の有効活用を検討します。 
一部達成 P.73–No.49 

近年の社会情勢や市民の学習機会を取り巻く多様な状況の変化に伴い、これからの生涯学習社会を支

える情報の拠点としての図書館のあり方、図書館ビジョンの策定を検討します。 
一部達成 P.74–No.50 

博物館、戸定歴史館の展示内容を改良するとともに、市保有の美術品の展示を増やします。 達成 P.78–No.54 

21世紀の森と広場の魅力を高めるため、公園機能の見直し検討を行います。 未達成 P.103–No.77 

戸定が丘歴史公園（福島県学生寮跡地を取り込んだ戸定が丘一帯）の自然環境の保全や景観の向上を

図ります。 
一部達成 P.104–No.79 

矢切の渡し、野菊の墓、本土寺、戸定邸などへの日帰り観光客を増やします。 未達成 P.112–No.89 

 

 

 

 

 

達成状況 主な成果や今後の方向性 

一部達成 

有識者やアンケート調査に基づく松戸市文化芸術振興基本方針を作成し、取り組むべき

方向性を示しました。今後は基本方針に基づくイベント等を実施し、その効果測定を行な

っていきます。 

（成果物）松戸市文化芸術振興基本方針 
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７ 病院経営健全化プロジェクト 

【病院事業管理局 経営企画課】 

 

【ミッション（使命）】 

医療制度改革や医師・看護師不足等の影響から医業収支が悪化している国保松戸市立病院及び松戸市立福

祉医療センター東松戸病院の経営問題について、最適な改善方法を検討します。 
 
【ビジョン（展望）】 

地域に必要な医療提供体制を確保し、安全で質の高い医療を持続可能なものとするため、国保松戸市立病

院及び松戸市立病院福祉医療センター東松戸病院が政策医療を担う公立病院としての経営健全化を図りま

す。 
 
ミッションの達成について 

 

【３年間の取り組み課題】 

＜主な取組み＞     

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

柔軟でアクティブな経営機能を備えた病院のあり方を検討します。 達成 P.62–No.35 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

達成状況 主な成果や今後の方向性 

一部達成 

地域医療支援病院や 7 対 1 入院基本料の取得による入院診療単価の向上を実現しまし

た。今後は、健全化に向けた施策体系をトップダウン・ボトムアップの両面から策定・実

施することにより、更なる経営健全化に取り組んでいきます。 
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８ 公共施設再編整備プロジェクト 

【財務部 財産活用課】 

 

【ミッション（使命）】 

本庁舎や小中学校を含めて、全ての公共施設の管理について、ファシリティ・マネジメントの考え方を取

り入れ、資産管理を最適化します。 
 

【ビジョン（展望）】 

全ての公共施設をはじめとした市有財産の情報を整理し、地域別の状況を市民に公表します。そして、今

後の老朽化したり、耐震性に問題のある本庁舎なども含めた公共施設について、市民とともに検討し、複

合化も含め、再編に向けた基本的な方針を定めます。また、土地開発公社で所有する土地や学校跡地につ

いては、周辺の公共施設のあり方も含めて検討し、有効活用を図ります。 
 
ミッションの達成について 

 
【３年間の取り組み課題】 

＜主な取組み＞     

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

老朽化した公共施設の再編に向けて検討し、基本的な方針を定めます 一部達成 P.143–No.120 

 

＜関連する取組み＞ 

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

地域の団体等の活動場所として、市民センターのバリアフリー化などの整備を進め、ならびに町会・

自治会等の集会所整備を支援します。 
達成 P.33–No.4 

生涯学習活動機能の充実を図るため社会教育施設の再編を検討するとともに、生涯学習センター構想

用地の有効活用を検討します。【再掲】 
一部達成 P.73–No.49 

ニーズの減少しているプールは撤退します。 達成 P.76–No.53 

廃校になった学校跡地の活用方針を決定します。 一部達成 P.144–No.121 

全ての市有財産の価値を公表し、未利用財産の処分も含め、有効に活用できるようにします。 一部達成 P.144–No.122 

 
 
 
 

達成状況 主な成果や今後の方向性 

一部達成 

 市が保有している公共施設について、機能、利用状況、維持管理費や事業運営費などの

施設にかかるコスト、将来の大規模修繕や建替えにかかるコスト等、ハードとソフトの両

面から施設の実態を把握するため、公共施設白書を作成しました。 

 公共施設白書を公表することにより市民の皆様との情報の共有化が可能になったこと

から、今後は再編整備問題の周知を図り、ご意見をいただきながら、再編整備基本方針及

び基本計画を策定し、公共施設再編整備に向けての課題に取組んでまいります。 

（成果物）松戸市公共施設白書 
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９ 松戸駅周辺地域活性化プロジェクト 

【街づくり部 街づくり課】 

 

【ミッション（使命）】 

中心市街地活性化計画の策定を早急に進め、松戸駅の改造に合わせて、松戸の街に交流人口が集うような

プランニングを行います。 
 

【ビジョン（展望）】 

ＪＲ東日本等が実施する松戸駅の改造を起爆剤として、松戸駅周辺に、人が集い、賑わい、活気のあるま

ちの実現をめざします。また、本地域（駅周辺）の特色である、身近な江戸川・坂川、戸定が丘歴史公園・

千葉大学園芸学部、松戸神社などの地域資源を活用し、水と緑を基調とした、回遊性の高い魅力ある市街

地空間（緑水空間）を創造します。 
 
ミッションの達成について 

 
【３年間の取り組み課題】 

＜主な取組み＞     

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

松戸駅周辺に、人が集い、賑わい、活気のあるまちの実現をめざします。 一部達成 P.106–No.80 

 

＜関連する取組み＞ 

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

支所・行政サービスセンターの開設日の増や開設時間の延長を行うとともに、総合窓口（ワンストッ

プサービス）についての検討を進めます。 
達成 P.31–No.1 

生涯学習活動機能の充実を図るため社会教育施設の再編を検討するとともに、生涯学習センター構想

用地の有効活用を検討します。【再掲】 
一部達成 P.73–No.49 

戸定が丘歴史公園（福島県学生寮跡地を取り込んだ戸定が丘一帯）の自然環境の保全や景観の向上を

図ります。【再掲】 
一部達成 P.104–No.79 

松戸駅周辺の商業（中心市街地）の活性化を図ります。 未達成 P.107–No.81 

矢切の渡し、野菊の墓、本土寺、戸定邸などへの日帰り観光客を増やします。【再掲】 未達成 P.112–No.89 

松戸駅周辺のバリアフリー整備を推進するとともに、歩行者などが安心して利用できる快適な歩行空

間の整備について検討します。 
一部達成 P.123–No.99 

江戸川・坂川をはじめとする水辺空間の活用を検討します。 未達成 P.128–No.103 

 

 

 

達成状況 主な成果や今後の方向性 

一部達成 

地元組織等との意見交換を行いながら、松戸駅周辺のまちづくりの指針となる基本構想

素案を作成しました。平成２６年度に、議会や地元の方々などの意見を集約するとともに、

まちづくり委員会での調査審議を行った後、基本構想を策定します。 

（成果物）松戸駅周辺まちづくり基本構想素案 
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１０ 工業団地のあり方再検討プロジェクト 

【経済振興部 商工振興課】 

 

【ミッション（使命）】 

工業団地の現況や企業のニーズを分析し、現在ある企業への支援や新たな企業誘致など、将来、豊かな松

戸につながるためのプランニングを行います。 
 
【ビジョン（展望）】 

松戸の経済成長に貢献してきた工業団地の現況を把握するとともに、工業会等との連携を深めるなかで、

ニーズを把握します。そして、必要に応じて、現在ある企業への支援策の検討、付加価値の高い製造業な

ど新たな企業の誘致、さらには、土地利用転換の可能性も含めて検討し、市民の雇用や税収の増につなが

るような施策を検討します。 
 

ミッションの達成について 

 

【３年間の取り組み課題】 

＜主な取組み＞     

 目標の達成状況 参照 

付加価値の高い製造業など、雇用や税収に繋がる企業の誘致を図ります。 未達成 P.109–No.85 

市内の商工業の事業者のニーズを把握し、中小企業や商店街が活性化するための検討を行います。 

【再掲】 
達成 P.107–No.82 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

達成状況 主な成果や今後の方向性 

達成 

市内商工業者のニーズを把握・分析し、それを基に市内経済活性化に向けた「松戸市商

工業等振興基本方針」を平成２４年度に策定しました。今後は、本方針に基づいた具体施

策を検討し、実施していきます。 

（成果物）松戸市商工業等振興基本方針、松戸市企業立地促進基本方針 
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１１ 中小企業支援・商店街活性化プロジェクト 

【経済振興部 商工振興課】 
 

【ミッション（使命）】 

市内の商工業を支える事業者のニーズを把握し必要な支援を行い、活性化することで、将来、豊かな松戸

につながるようなプランニングを行います 

 

【ビジョン（展望）】 

商工会議所をはじめ各種団体との連携を深め、市内の商工業を支える中小企業者のニーズを把握します。

そして、既存の中小企業者に必要な支援策を検討するとともに、社会起業家なども含めて松戸で起業しや

すい環境づくりを行います。また、市内に数多くある商店会のそれぞれの実情にあった支援策を検討し、

空き店舗対策などの充実を図ります。 

 

ミッションの達成について 

 

【３年間の取り組み課題】 

＜主な取組み＞     

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

市内の商工業の事業者のニーズを把握し、中小企業や商店街が活性化するための検討を行います。 達成 P.107–No.82 

 

＜関連する取組み＞ 

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

空き店舗対策など商店会が行う事業を支援し、活性化を図ります。 達成 P.108–No.83 

これから起業する方への創業支援や事業者に対して経営相談を充実します。 達成 P.108–No.84 

入札制度における透明性の確保、公正な競争の促進とともに、地域産業の振興や雇用の確保にも配慮

する等公契約のあり方について総合的に検討します。 
達成 P.142–No.118 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

達成状況 主な成果や今後の方向性 

達成 

市内商工業者のニーズを把握・分析し、それを基に市内経済活性化に向けた「松戸市商

工業等振興基本方針」を平成２４年度に策定しました。今後は、本方針に基づく具体施策

を検討し、実施していきます。 

（成果物）松戸市商工業等振興基本方針 
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１２ 行財政改革プロジェクト 

【総務部 行政経営課、財務部 財政課】 

 

【ミッション（使命）】 

まちづくりへの投資ができるような財政状況にするためのプランニングを行います。 
 

【ビジョン（展望）】 

政策目的を明確にした後期基本計画と第 4 次実施計画を推進するなかで、外部の視点も入れた行政評価な

どを徹底することで、時代に合わない事業を廃止したり、サービス水準の維持・向上に留意しつつ民間等

に移行できる事業は移管を進めます。その結果として、財政の健全化を図り、都市ブランドの構築に必要

なまちづくりへの集中的な投資が行える財政をめざします 

 

ミッションの達成について 

 

【３年間の取り組み課題】 

＜主な取組み＞     

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

計画・財政・評価を一体としたサマーレビューを実施することで、事業目的や成果を明らかにし、必

要な事業に資源を集中します。 
達成 P.133–No.106 

 

＜関連する取組み＞ 

取り組み課題 目標の達成状況 参照 

支所・行政サービスセンターの開設日の増や開設時間の延長を行うとともに、総合窓口（ワンストッ

プサービス）についての検討を進めます。【再掲】 
達成 P.31–No.1 

後期基本計画の達成状況を市民とともに確認し、市民参加を推進します。 達成 P.134–No.107 

総合計画の進捗状況、財政状況などを分かりやすくまとめ、市民に提供するほか、可能な限り、生の

情報をネット上で見られるようにします。 
達成 P.135–No.108 

松戸市の良さを積極的に市内外に伝えるための広報戦略を検討し、推進します。 達成 P.135–No.109 

市民と協働して事業を進めたり、政策形成できる意欲をもった職員を増やすため、人材育成基本方針

を改定します。 
達成 P.136–No.110 

民間人の登用も含め、職員が切磋琢磨し、やる気をもてる人事制度を構築します。 達成 P.137–No.111 

アウトソーシングを推進し、職員の退職補充を抑制するなどして、人件費を 10％削減します。 達成 P.137–No.112 

達成状況 主な成果や今後の方向性 

達成 

第４次実施計画を推進する中で、財政の健全化を図りつつ、都市ブランドの構築のため

に集中的な投資を行うよう取り組みました。 

さらに、次期計画となる第５次実施計画を計画と財源の整合をとり、戦略的な実施計画

として策定しました。また、平成２５年４月に、複雑化、多様化する行政課題をより効率

的に解決するため、平成１２年度に導入した本部制をフラットな部制とする組織改革を実

施しました。 
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政策立案能力を高め、戦略的に執行できる組織体制を構築します。 達成 P.138–No.113 

市の債権の徴収体制の整備及び徴収組織の充実を図ります。 達成 P.141–No.116 

徴収体制の整備や広告媒体として市の資産活用の拡大を図り、自主財源の充実に努めます。 達成 P.141–No.117 

入札制度における透明性の確保、公正な競争の促進とともに、地域産業の振興や雇用の確保にも配慮

する等公契約のあり方について総合的に検討します。【再掲】 
達成 P.142–No.118 

財政健全化に向けて、市民や職員と共有していける制度を検討します。 達成 P.142–No.119 
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（２） 政策展開の方向の達成状況  

 

 ○めざそう値の達成状況 

 

第４次実施計画期間終了時点に設定しためざそう値の達成状況について、「達成」しているのは９７指

標中３８で、全体の約４０％を占めています。 

 各節別のめざそう値の達成状況については、下記の表のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

節 政策展開の方向 達成 未達成 計 

1 連携型地域社会の形成 3 4 7 

2 豊かな人生を支える福祉社会の実現 4 12 16 

3 次代を育む文化・教育環境 4 8 12 

4 安全で快適な生活環境の実現 11 10 21 

5 魅力ある都市空間の形成と産業の振興 11 20 31 

6 都市経営の視点に立った行財政経営 5 5 10 

計 38 59 97 
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 ○取り組み課題の目標の達成状況  

 

 第４次実施計画に設定した取組み課題の目標の達成状況について、「達成」「一部達成」となったものが 

１２２の取り組み課題のうち１０１で８３％となりました。「未達成」となったものが２１あることから、

これらの課題については、目標の達成に向けて第５次実施計画期間の中で取り組んでいきます。各節別の

取り組み課題の目標の達成状況については、下記の表のとおりです。 

 

達成

53%

(65)

一部達成

30%

(36)

未達成

17%

(21)

（ ）内は取り組み課題数の内訳
 

 
 

 

節 政策展開の方向 達成 一部達成 未達成 計 

1 連携型地域社会の形成 2 5 4 11 

2 豊かな人生を支える福祉社会の実現 17 7 1 25 

3 次代を育む文化・教育環境 12 7 2 21 

4 安全で快適な生活環境の実現 11 6 5 22 

5 魅力ある都市空間の形成と産業の振興 10 6 9 25 

6 都市経営の視点に立った行財政経営 13 5 0 18 

計 65 36 21 122 
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【表の見方（政策展開の方向）】 

 

第○節 ○○○○ 

 

 

第○項 ○○○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○○○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実績値 現状値 めざそう値 実績値 

達成状況 

めざそう値 

13年度 19年度 21年度 25年度 25年度 32年度 

   

 

 

     

 
○○○○ 

めざしたい将来像 

基本構想に定める「施策の大綱」の名称 

後期基本計画に定める「政策展開の方向」の名称 

後期基本計画に定める「政策展開の方向」についてのめざし

たい将来像 

後期基本計画に

定める「めざそ

う値」の指標、

実績値、現状値 

第４次実施計画期間終了時

点での「めざそう値」、実績

値、達成状況 

後期基本計画で定める終

了時点での「めざそう値」 

 
 

○○○○ 

施策の展開方向 

後期基本計画に定める「施策の展開方向」の名称 

後期基本計画に定める「施策の展開方向」の内容 
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事業 

番号 
取り組み課題 担当課 

1 
支所・行政サービスセンターの開設日の増や開設時間の延長を行うとと

もに、総合窓口（ワンストップサービス）についての検討を進めます 

行政経営課 

市民課 

めざす成果 目標 対象事業 会計区分 

市民が利用しやすい窓口をつ

くります 

行政サービスセンター及び一

部支所において、日曜日に

開設します 

戸籍・住民基本台帳等事

業（行政サービスセンター

管理運営業務） 

 

一般会計 

目標の達成状況 これまでの取り組みと主な成果 または 一部達成・未達成・未実施の理由 

 

 

 

 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 合   計 

計画額（千円） 13,782 13,782 13,782 41,346 

予算額（千円） 13,782 14,260 24,322 52,364 

決算額（千円） 12,234 11,662 18,739 42,635 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 政策展開の方向の達成状況 （例） 

 

 ○めざそう値の達成状況 

 
  

計画期間内における計画事業の取組状況や

主な成果などを記載しています。 

第４次実施計画期間中の平成 23～25年度までの計画額・予算

額（当初）・決算額を記載しています。 

また、「―」と記載しているものについては検討事業等である

ものになっています。 

対象事業が「（再掲）」の場合、計

画額・予算額・決算額については

再計となっています。 

取り組み課題で設定した目標の達成状況をふまえて判断しています。目標の達成状況は４区分で、 

それぞれの設定基準は以下の通りです。 

 

達成 
数値を目標としている場合、目標値に到達した場合、または取り組みを目標とし

ている場合、その実現に至った場合 

一部達成 
数値を目標としている場合、基準となる値よりも前進した場合。または取り組み

を目標としている場合、実現までには至らなかったが前進した場合 

未達成 数値を目標としている場合、基準となる値よりも後退した場合 

未実施 取り組みを実施せず先送りにするもの 
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資料 第４次実施計画に設定した「めざそう値」の指標解説（９７指標） 

頁 節項 
意識 

調査 
指標 出典・計算根拠 めざそう値(25年度)設定の考え方 

30 1-1 ● 

市民活動（地域活

動、ＮＰＯ活動、

ボランティア活

動など）に参加し

ている人の割合 

市民意識調査による。「日頃積極的

に参加している地域貢献活動団体」

という質問に対して、「町会・自治

会」、「ボランティア団体」、「PTA」、

「NPO法人」、「子ども会育成会」、「企

業による奉仕活動」、「その他」と回

答した割合。 

団塊世代の参加が期待されている一

方で、若い世代が町会・自治会活動

から離れている傾向も見られる。各

年度の推移にもバラツキがあり、大

きな期待はできないので、現状の

26％から年に１ポイントの増をめざ

す。 

30 1-1  

市が協働する事

業件数 

市民自治課（旧協働推進課）「市民

と行政との協働による事業実態調

査」による。 

松戸市協働推進計画では、「市が協働

する事業件数」について、平成 23年

度までに 200 件を目指すこととして

いるため、年７～８件の増をめざす。 

30 1-1  

NPO法人の数 千葉県ＮＰＯ情報ネットホームペ

ージによる。松戸市内で活動してい

る、県知事認証（主たる事業所が松

戸市内にある団体）及び内閣府認証

（主たる事業所が松戸市内にある

団体）のＮＰＯ法人の数。 

現状値から 2割程度の増加をめざす。 

30 1-1  

中間支援分野で

活動している団

体の割合 

「市民活動団体アンケート調査」に

よる。「どのような分野の活動をし

ていますか」という質問に対して、

「団体の運営又は活動に関する連

絡、助言又は援助の活動（中間支援

団体）」と回答した割合。 

平成 32年度のめざそう値から逆算し

た数値をめざす。 

35 1-2 ● 

身の回りで人権

が守られている

と思っている人

の割合 

市民意識調査による。「あなたの身

の回りでは人権が守られていると

思いますか」という質問に対して、

「人権問題は特にない」と回答した

割合。 

平成 19 年 6 月に内閣府が実施した

「人権擁護に関する世論調査」にお

ける、「人権を侵害されること」につ

いて、「少なくなってきた」（11.0％）

と、「あまり変わらない」（40.3％）

と答えた人の合計の割合をめざす。 

38 1-3 ● 

固定的性別役割

分担を支持しな

い人の割合 

市民意識調査による。「『男は仕事、

女は家庭』という考え方に同感する

方ですか」という質問に対して、「同

感しない」と回答した割合。 

第 3 次実施計画の目標値を引き続き

めざす。 
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資料 第４次実施計画に設定した「めざそう値」の指標解説（９７指標） 

頁 節項 
意識

調査 
指標 出典・計算根拠 めざそう値(25年度)設定の考え方 

38 1-3 ● 

女性の就業割合 市民意識調査による。20～64 歳の

女性で職業を、「会社員」、「公務員」、

「自営業」、「アルバイトやパート」

と回答した割合。 

平成 32年度めざそう値と現状とのお

よそ中間値をめざす。 

41 2-1 ● 

生きがい感を持

っている人の割

合 

市民意識調査による。「あなたは日

頃、生活の中で生きがいを感じてい

ますか」という質問に対して、「大

変感じている」、「かなり感じてい

る」、「ある程度感じている」と回答

した割合。 

平成 13年度実績値より比較的高い数

値を維持しており、引き続き維持す

ることをめざす。 

41 2-1 ● 

本人が健康であ

ると思う人の割

合 

市民意識調査による。「あなたは今、

健康だと思いますか」という質問に

対して、「非常に健康だと思う」、「健

康な方だと思う」と回答した割合。 

高齢化の進展により、健康不安感は

高まる傾向にあると推測されるが、

関連部署との連携により、67%をめざ

す。 

41 2-1  

健康づくりに関

する講座やイベ

ントへの参加者

数 

健康推進課資料による。 高齢化の進展も鑑み、平成 18年度か

ら 21年度の増加率を基に 1,300人の

参加者数をめざす。 

41 2-1  

ホームドクター

（かかりつけ医）

を持つ人の割合 

｢松戸市地域保健医療計画」中間評

価のための市民アンケート調査に

よる。 

｢松戸市地域保健医療計画」中間評価

のための市民アンケート調査におけ

る上昇率を基に 60％をめざす。 

41 2-1 ● 

多様な世代と交

流する機会のあ

る人の割合 

市民意識調査による。「多様な世代

との交流の満足度」という質問に対

して、「十分満足している」、「まあ

まあ満足している」と回答した割

合。 

平成 32年度めざそう値より逆算して

設定した数値をめざす。 

47 2-2 ● 

日常生活に対し

て不安を感じて

いない人の割合 

市民意識調査による。「生活の中で

不安になったり、心配になったりす

ることがありますか」という質問に

対して、「特にない」と回答した割

合。 

25 年度まで、現状を維持することを

めざす。 

47 2-2  

地域包括支援セ

ンター・在宅介護

支援センター相

談件数 

地域包括支援センター及び在宅介

護支援センターへの相談件数の実

績値による。 

過去３年間（平成 19年度～21年度）

の伸び率を基に 24,000件の相談件数

をめざす。 

53 2-3 ● 

子育ての満足度 市民意識調査による。「生活の中で

不安になったり、心配になったりす

ることがありますか」という質問に

対して、「出産や子育て」を選ばな

かった割合。 

 

 

平成 13年度より、比較的高い数値を

維持しており、平成 21年度実績値と

同じ数値をめざす。 
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資料 第４次実施計画に設定した「めざそう値」の指標解説（９７指標） 

頁 節項 
意識

調査 
指標 出典・計算根拠 めざそう値(25年度)設定の考え方 

53 2-3  

就労希望はある

が保育サービス

が利用できない

ため就労してい

ない人の割合 

「松戸市次世代育成に関する調査

報告書」による。 

後期次世代育成支援行動計画におい

て、通常保育事業(認可保育所)の利

用の伸び率を平成 22 年から 26 年に

おいて 2.0%と試算している。通常保

育事業(認可保育所)の利用のシェア

増加傾向も指標値向上の要因となり

うるものと考える。一方で、就労環

境改善やその他子育て支援サービス

等、他の要因を試算に含め数値の設

定根拠とし、６％をめざす。 

53 2-3  

合計特殊出生率 千葉県健康福祉部健康福祉指導課

資料による。 

平成 20年実績が松戸市人口推計（平

成 21年 1月、担当課：政策調整課）

をすでに超えているため、H25は、松

戸市人口推計 H32 の 1.33 人と 20 年

の実績 1.29 との中間値 1.31 をめざ

す。 

59 2-4  

患者満足度 病院事業管理局経営改革課「患者満

足度調査（入院）」による。「家族や

友人への推薦」、「医師の診察・診療

内容」、「看護師の看護や対応」の平

均満足度。 

過半数以上の患者さんに満足しても

らうことをめざす。 

59 2-4  

平均在院日数 市立病院医事課資料による。 公立病院改革プランによるシミュレ

ーションにより設定し、13 日をめざ

す。 

（年度評価による見直しがある） 

59 2-4  

紹介・逆紹介率 市立病院医事課資料による。 平成 24年度から地域医療支援病院と

しての活動をめざすことから、現在

の施設基準である紹介率 60％、逆紹

介率 30％以上をクリアし、維持する

ことをめざす。 

59 2-4  

一般病床利用率 市立病院医事課資料による。 市立病院経営において、損益分岐点

を超えるためには、本指標が 90～

92％以上になっている必要がある。

また、急性期病院として、常に 10％

程度の余裕ベッドを確保しておく必

要があるため、90％をめざす。 

59 2-4  

年間手術件数 市立病院医事課資料による。 年間手術件数は約 4,000～4,500件で

推移している。手術室稼働率やコス

ト削減のための改善の取り組みと併

せ、現行の病院機能キャパとして最

大値である H16 年度の 4,550 件をめ

ざす。 
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資料 第４次実施計画に設定した「めざそう値」の指標解説（９７指標） 

頁 節項 
意識

調査 
指標 出典・計算根拠 めざそう値(25年度)設定の考え方 

59 2-4  

経常収支比率 病院事業管理局経営企画課資料に

よる。 

繰入金の増減が医業収益と連動する

ため、政策医療分の繰入金を含めた

経営視点から、経常収支比率 100％を

めざす。 

64 3-1  

目標をもって学

校生活をしてい

る児童生徒の割

合 

教育研究所「児童生徒の学校生活に

関する調査」による。「総合充実度」

の割合。 

平成 13～21年度(５回実施)の平均値

から、微増になるとし、74.2％をめ

ざす。 

64 3-1  

授業が楽しいと

感じている児童

生徒の割合 

教育研究所「児童生徒の学校生活に

関する調査」による。「授業に対す

る満足度」の割合。 

平成 13～21年度(５回実施)の平均値

から、微増になるとし、61.4％をめ

ざす。 

64 3-1  

学校での「心の豊

かさ」を育む体験

活動の実施回数 

教育課程の報告による。「福祉教育」

「環境教育」の実施回数。 

限られた授業時間数の中で学習指導

内容が増える一方で、「心の豊かさ」

を育む体験活動が縮小されていくと

予測されるが、平成 21年度の現状値

から、毎年 10 回ずつ増やし、1,930

回をめざす。 

72 3-2 ● 

学習活動を行っ

ている市民の割

合 

市民意識調査による。「あなたは日

頃、特定の関心があるテーマについ

て、自主的に学習活動をしているこ

とがありますか」という質問に対し

て、「ほぼ毎日」、「週に数日ほど」、

「月に数日ほど」と回答した割合。 

年 1ポイント程度の増加をめざす。 

72 3-2 ● 

学習活動の成果

を地域社会で活

かしている市民

の割合 

市民意識調査による。「あなたがこ

れまでに、自主的に取り組んだ学習

活動の成果が活かされていると思

いますか」という質問に対して、「活

かされている」と回答した割合。 

年 1ポイント程度の増加をめざす。 

72 3-2  

目的をもって部

活動をしている

児童生徒の割合 

保健体育課「児童生徒の部活動の加

入率」による。 

平成 32年度のめざそう値から逆算し

た数値をめざす。 

72 3-2 ● 

スポーツを行な

っている市民の

割合 

市民意識調査による。「あなたは日

頃、運動・スポーツをしていますか」

という質問に対して、「現在も継続

的にしている」、「最近、始めた」と

回答した割合。 

平成 32年度のめざそう値から逆算し

た数値をめざす。 
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資料 第４次実施計画に設定した「めざそう値」の指標解説（９７指標） 

頁 節項 
意識

調査 
指標 出典・計算根拠 めざそう値(25年度)設定の考え方 

77 3-3 ● 

史跡や神社、仏閣

など歴史・伝統文

化遺産の満足度 

市民意識調査による。「史跡や神社

仏閣など歴史・伝統文化遺産の満足

度」という質問に対して、「十分満

足している」、「まあまあ満足してい

る」と回答した割合。 

史跡や神社、仏閣など歴史・伝統文

化遺産は、さほど変化するものでは

ないので、ほぼ現状維持をめざす。 

77 3-3 ● 

文化・芸術に親し

む市民の割合 

市民意識調査による。「あなたは日

頃、絵画、音楽、映像、演劇などの

芸術文化を鑑賞したり、創作や実践

することがありますか」という質問

に対して、「鑑賞し、自分でも創作

や実践もしている」、「よく鑑賞する

が、自分では創作や実践はしない」、

「時々鑑賞している」と回答した割

合。 

ほぼ現状維持をめざす。 

77 3-3 ● 

外国籍市民と交

流している人の

割合 

市民意識調査による。「あなたは日

頃、松戸市に在住したり、滞在した

りしている外国の方達と親しく接

することがどのくらいありますか」

という質問に対して、「大変よくあ

る」、「しばしばある」と回答した割

合。 

平成 32年度のめざそう値から逆算し

た数値をめざす。 

77 3-3  

外国人市民で暮

らしに満足して

いる割合 

文化観光課「松戸市における外国人

市民生活アンケート」による。 

ここ 5 年間の新規外国人登録者数の

推移を見ると、年間約 1400人の外国

人が松戸に来ているので、22 年度目

標値の 83％を維持することをめざ

す。 

77 3-3  

世界平和都市宣

言の認知度 

平和事業参加者へのアンケートに

よる。松戸市が世界平和都市宣言を

していることを知っている人の割

合。 

第 3次実施計画において、平成 20年

度は 49.0%、平成 21 年度は 50.0%、

22 年度は 51.0%を目標値として設定

した。今後も引き続き、毎年 1 ポイ

ントの増加をめざす。 

82 4-1 ● 

災害に対して自

ら対策を講じて

いる人の割合 

 

市民意識調査による。「あなたは日

頃、防災のための準備をしています

か」という質問に対して、「対策を

講じている」と回答した割合。 

年 1ポイント程度の増加をめざす。 

82 4-1  

総合防災訓練へ

の対象団体の参

加率 

 

危機管理課資料による。参加団体÷

対象団体×100（対象団体とは、防

災訓練の際に参加依頼をする団体） 

常に 100％をめざす。 
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資料 第４次実施計画に設定した「めざそう値」の指標解説（９７指標） 

頁 節項 
意識

調査 
指標 出典・計算根拠 めざそう値(25年度)設定の考え方 

82 4-1  
自主防災組織の

訓練実施率 

危機管理課、消防局予防課資料によ

る。（出前講座等の座学を含む） 

年に 1 ポイント、自主防災組織の訓

練実施率を増やすことをめざす。 

82 4-1  
自主防災組織の

結成率 

危機管理課資料による。 

 

常に 100％をめざす。 

85 4-2  

出火率（火災件数

/対人口１万人） 

消防局予防課資料による。火災件数

/対人口１万人 

人口が増加すれば火災件数は、比例

して高くなる傾向にあるが、火災件

数を抑えることにより昭和 35 年以

降、最も低い値であった 21 年の 2.4

を上回らないことをめざす。 

85 4-2  

住宅用火災警報

器の設置率 

消防局「住宅用火災警報器の普及調

査」による。 

過去 4 年間の新築住宅世帯数の平均

値が 2.22%の為、4年後は 8.88％増加

する。残りの 1.92%は、4年間の普及

活動によりめざす。 

89 4-3  

心肺停止傷病者

の１ケ月生存率

（１ケ月生存者

数/心肺蘇生実施

者数） 

消防局救急課資料による。「救急隊

員の行った心肺蘇生率」の割合。 

平成 18年実績値をめざす。 

89 4-3  

救急入電から医

療機関に収容す

るまでに要する

時間 

消防局救急課資料による。 平成 20年実績値をめざす。 

92 4-4  

温室効果ガス削

減量（ＣＯ2換算） 

環境政策課「松戸市減ＣＯ2大作戦」

による。国・県等の統計データを活

用し、松戸市全体の温室効果ガス排

出量をＣＯ2換算で算定した。 

松戸市減ＣＯ2大作戦の中期目標達成

に必要なＣＯ2削減量を計算したもの

とし、281,600tをめざす。 

92 4-4  
廃棄物の最終処

分量 

廃棄物対策課資料による。 松戸市ごみ処理基本計画で目標値と

して設定した 17,400tをめざす。 

92 4-4  

二酸化窒素の環

境基準達成率 

市内の大気常時監視測定局４局の

データによる。 

市民・事業者および市が協働して資

源の浪費を可能な限り少なくし、大

気環境を向上させ、全局の環境基準

値達成をめざす。 

96 4-5  

刑法犯認知件数

（対１千人） 

千葉県警「犯罪統計」による。 

 

6,600件×1,000人/490,000人≒13.5

件 

指標である認知件数の減少傾向を勘

案し、平成 21 年度より約 4％の減少

をめざす。 

96 4-5  

防犯用品貸与団

体数 

5 人以上で防犯活動を行う者に対

し、松戸市防犯用品貸与要綱に基づ

き、防犯用品を貸与しており、その

貸与団体の累計数。 

現状値に対し 4％増を見込んで設定

し、300団体をめざす。 
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資料 第４次実施計画に設定した「めざそう値」の指標解説（９７指標） 

頁 節項 
意識

調査 
指標 出典・計算根拠 めざそう値(25年度)設定の考え方 

96 4-5  

交通事故による

死傷者数（対１千

人） 

千葉県警「交通事故統計ちば」によ

る。 

 

2,100 人×1,000 人/490,000 人≒4.3

件 

指標である交通事故による死傷者数

の減少傾向を勘案し、平成 21年度よ

り約 4％の減少をめざす。 

96 4-5  

交通事故の発生

件数（対１千人） 

千葉県警「交通事故統計ちば」によ

る。 

 

1,850 人×1,000 人/490,000 人≒3.8

件 

指標である交通事故発生件数の減少

傾向を勘案し、平成21年度より約2％

の減少をめざす。 

96 4-5 ● 

消費者トラブル

に巻き込まれた

人の割合 

市民意識調査による。「あなたは、

この１年間に買い物などの消費の

際にトラブルや被害にあったこと

がありますか」という質問に対し

て、「トラブルや被害に巻き込まれ

た」と回答した割合。 

消費者トラブルには様々な側面があ

り、一定の割合で発生するものと思

慮する。平成 25年度のめざそう値は、

21 年度の現状値を維持することをめ

ざす。 

99 4-6 ● 

緑地・河川などの

自然環境に満足

している人の割

合 

市民意識調査による。「緑地・河川

などの自然環境の満足度」という質

問に対して、「十分満足している」、

「まあまあ満足している」と回答し

た割合。 

事業実施成果を受け、顧客（市民）

満足度指標として設定した。平成 32

年度のめざそう値から逆算した数値

をめざす。 

19.4％＋（25％－19.4％）×4年／11

年＝21.4％ 

99 4-6  

里やまボランテ

ィア活動団体数 

みどりと花の課資料による。 

 

緑を守り育てる団体の拡充に向け、

毎年１回、里やまボランティア入門

講座を開催している。講座終了後に

受講者が自主的にボランティア団体

を結成している。入門講座を年１回

予定しているため、新規の活動団体

数も年１団体の増をめざす。 

１２団体＋（１団体×４年）＝１６

団体 

99 4-6  

花いっぱい運動

活動団体数 

みどりと花の課資料による。 

 

花をテーマとしてグループが生ま

れ、地域コミュニティが育っていく

ことをめざす。今までの実績値では

年平均 5 団体づつ増加しているが、

活動の主体である町会・自治会数が

増加傾向にないことから、年 3 団体

の増加をめざす。 

68団体＋（3団体×4年）＝80団体 
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資料 第４次実施計画に設定した「めざそう値」の指標解説（９７指標） 

頁 節項 
意識

調査 
指標 出典・計算根拠 めざそう値(25年度)設定の考え方 

99 4-6  

公園緑地活動団

体数 

公園緑地課資料による。 

 

今までの実績値から毎年度 3 団体の

増加をめざす。 

99 4-6 ● 

身近で、緑が守ら

れ、増えていると

感じる人の割合 

市民意識調査による。「あなたは、

身近で街路樹や緑地が守られ、増え

ていると感じていますか」という質

問に対して、「守られ、増えている

と感じている」と回答した割合。 

事業実施成果を受け、顧客(市民)満

足度指標として新規設定した。緑の

保全、緑化の推進、公園整備を引き

続き進めながら、既存ストックとし

ての公園緑地等や民有緑地への市民

全体の利活度向上によって、4年間で

意識指標を 2 倍に引き上げることを

めざす。 

105 5-1 ● 

快適・便利・賑わ

いがあると感じ

ている人の割合 

市民意識調査による。「まちの賑わ

いや買い物の便」「通勤・通学など

の交通の便」「道路、公園、下水道

などの都市施設」「特色ある祭りや

地域ぐるみのイベント」の 4項目の

総合満足度を算出し、「十分満足し

ている」と「まあまあ満足している」

を合計した割合。 

年 1ポイント程度の増加をめざす。 

105 5-1  

商業の年間商品

販売額 

千葉県「商業統計調査」による。 松戸市は平成 13年の千葉県の商圏の

位置づけでは準商業中心都市であっ

たが、平成 18年では単独商圏都市と

なった。将来めざす方向として、準

商業中心都市に戻すため、後期基本

計画期間が終了する平成 32年度は、

平成 13年当時の年間販売額をめざそ

う値とし、平成 25年度は現状値とめ

ざそう値の差額の 30％相当分の増を

見込んだ数値をめざす。 

105 5-1  

製造品出荷額 千葉県「工業統計調査」による。 サブプライムローン問題に端を発し

た世界経済の影響から、製造業への

影響も深刻である。現状値からの減

少は、相当数あると考える。平成 25

年度のめざそう値は、現状値の 10％

減で抑えることをめざす。 

105 5-1  

農用地利用権設

定面積 

農政課資料による。 

 

農地利用集積円滑化事業による遊休

農地と荒廃農地解消事業を推進し、

平成 17 年から平成 21 年の農地利用

権設定面積の平均値を超える権設定

面積をめざす。 
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資料 第４次実施計画に設定した「めざそう値」の指標解説（９７指標） 

頁 節項 
意識

調査 
指標 出典・計算根拠 めざそう値(25年度)設定の考え方 

105 5-1 ● 

松戸の良さを伝

えるために取り

組んでいる市民

の割合 

市民意識調査による。「あなたは日

頃、松戸の良さを他の人に伝える活

動をしていますか」という質問に対

して、「日常的にしている」、「とき

どきしている」と回答した割合。 

現状値から年１ポイント程度の増加

を期待した値をめざす。 

105 5-1  
主要観光スポッ

トの観光客数 

文化観光課資料による。 

 

21年度に対し約 5％増をめざす。 

113 5-2  

新規求人倍率（松

戸市内） 

八ローワークまつど「市町村別資

料」による。 

求人求職のバランスのとれた状態を

めざす。 

113 5-2  

65 歳以上の完全

失業率 

国勢調査による。労働力状態（松戸

市）の失業率の割合。 

国勢調査結果をもとにしており、第 4

次実施計画期間には当該調査はなく

設定ができない。 

113 5-2  

20歳代の就業率 国勢調査による。労働力状態（松戸

市）の２０～２９歳までの就業率の

割合。 

国勢調査結果をもとにしており、第 4

次実施計画期間には当該調査はなく

設定ができない。 

113 5-2  

就業者数 国勢調査による。労働力状態（松戸

市）の労働力人口中の就業者数。 

国勢調査結果をもとにしており、第 4

次実施計画期間には当該調査はなく

設定ができない。 

113 5-2  

障害者法定雇用

率を達成してい

る企業の割合（松

戸市内） 

松戸公共職業安定所「市町村別の雇

用状況」による。 

過去１０年間（平成１２年度～２１

年度）の平均４５％をめざす。 

113 5-2  

障害者法定雇用

率を達成してい

る企業数 

松戸公共職業安定所「市町村別の障

害者雇用状況」による。 

平成２１年度に対し約１０％増をめ

ざす。 

116 5-3 ● 

安心やゆとりを

感じている人の

割合 

市民意識調査による。「保健・医療・

福祉サービス」「緑地・河川などの

自然環境」「空気のきれいさ、騒音・

悪臭などの公害の少なさ」「まち並

み、建物などまち全体の景観」「住

環境のゆとりなどの住宅事情」「事

故や災害に強い安全なまち」の 6項

目の総合満足度を算出し、「十分満

足している」と「まあまあ満足して

いる」を合計した割合。 

H13 の実績値 24.6%と H21 の実績値

26.9%の増率である年 0.2875 ポイン

トから推計し、H25で 28%をめざす。 

116 5-3  

最低居住面積水

準未満率 

総務省統計局「住宅・土地統計調査」

による。 

平成 18年度策定の「住生活基本計画」

(全国計画)において、早期に解消を

めざすとしていることから、同様の

考え方で設定したものをめざす。 
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資料 第４次実施計画に設定した「めざそう値」の指標解説（９７指標） 

頁 節項 
意識

調査 
指標 出典・計算根拠 めざそう値(25年度)設定の考え方 

116 5-3  

景観づくりに参

加する人の数 

都市計画課「私の好きな景観スポ

ット」応募者数による。 

前年度より 4～5 人の応募者増をめざ

す。 

116 5-3  

地区計画策定面

積 

都市計画課資料による。 

紙敷地区地区計画(51.0ha)、秋山

地区地区計画(40.4ha)、関台地区

地区計画(10.4ha)、高柳地区地区

計画(2.2ha)、馬橋駅西口地区地

区計画(0.9ha)。 

地区計画は、基本的には住民の発意に

よって策定するが、地域住民が主体的

にめざしたい地域づくりを実現化出来

る柔軟な都市計画制度なので、市とし

ても活用していきたいと考えている。

後期基本計画期間内は年 2ha の増加を

めざし、25年度には 113haをめざす。 

122 5-4  

道路のバリアフ

リー地区別完了

率 

道路のバリアフリー化整備地区

÷道路のバリアフリー化対象地

区 

バリアフリー化対象地区とは「松

戸市交通バリアフリー基本構想」

における策定対象としてあげて

いる地区。 

まずは現在着手している 2 地区の整備

完了をめざす。 

122 5-4  

鉄道駅のバリア

フリー化率（ワン

ルート整備率） 

ワンルート整備された駅÷バリ

アフリー化対象駅 

ワンルート整備とは、ホーム階か

ら地上（改札を経由）までの段差

をエレベーター等で解消し、車い

す利用者などが円滑に移動でき

る経路を１駅に１経路確保する

こと。 

鉄道事業者の行う駅のバリアフリー化

に対し支援を続け、対象となる駅全て

がワンルート整備されることをめざ

す。 

122 5-4  

鉄道の混雑率（緩

行電車） 

運輸政策研究機構発行「数字で見

る鉄道」による。ピーク時(7：30

～8：30)の混雑率。 

鉄道の利便性向上のため、鉄道事業者

へ運行本数の確保や編成数の増量を要

望し、運輸政策審議会答申の個別路線

での目標である 180%を超えないよう、

現状維持をめざす。 

（常磐線 緩行電車） 

122 5-4  

鉄道の混雑率（快

速電車） 

運輸政策研究機構発行「数字で見

る鉄道」による。ピーク時(7：30

～8：30)の混雑率。 

鉄道の利便性向上のため、鉄道事業者

へ運行本数の確保や編成数の増量を要

望し、運輸政策審議会答申の個別路線

での目標である 180%を超えないよう、

現状維持をめざす。 

（常磐線 快速電車） 

122 5-4  

渋滞箇所数 建設総務課資料による。 現在施工している主 1-25 号(三矢小

台)の工事が完了し、渋滞の解消が見込

まれることから設定した値をめざす。 
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資料 第４次実施計画に設定した「めざそう値」の指標解説（９７指標） 

頁 節項 
意識

調査 
指標 出典・計算根拠 めざそう値(25年度)設定の考え方 

126 5-5 
● 

再掲 

緑地・河川などの

自然環境に満足

している人の割

合（再掲） 

市民意識調査による。「緑地・河

川などの自然環境の満足度」とい

う質問に対して、「十分満足して

いる」、「まあまあ満足している」

と回答した割合。 

事業実施成果を受け、顧客（市民）満

足度指標として設定した。平成 32年度

のめざそう値から逆算した数値をめざ

す。 

19.4％＋（25％－19.4％）×4 年／11

年＝21.4％ 

126 5-5  
流域整備面積率 河川清流課資料による。 現況の整備面積より 105ha 増をめざ

す。 

126 5-5  

Ｂ Ｏ Ｄ (75%) 値

（国分川水系） 

環境保全課資料「環境の現状と対

策」による。 

真間川流域水循環系再生行動計画に基

づく目標値(10mg/㍑以下)をめざす。 

126 5-5  

水質基準達成率

(国分川水系BOD) 

環境保全課資料「環境の現状と対

策」による。 

良好な水環境を日常的に確保するた

め、観測値全てが真間川流域水循環系

再生行動計画に基づく目標値(10mg/㍑

以下)を達成することをめざす。 

126 5-5  

Ｂ Ｏ Ｄ (75%) 値

（坂川水系） 

環境保全課資料「環境の現状と対

策」による。 

清流ルネッサンスⅡ(第二期水環境改

善緊急行動計画 )に基づく目標値

(5.0mg/㍑以下)を達成することをめざ

す。 

126 5-5  

水質基準達成率

(坂川水系 BOD) 

環境保全課資料「環境の現状と対

策」による。 

良好な水環境を日常的に確保するた

め、観測値全てが清流ルネッサンスⅡ

(第二期水環境改善緊急行動計画)に基

づく目標値(5.0mg/㍑以下)を達成する

ことをめざす。 

126 5-5  

河川利用イベン

トの参加者数 

レンゲ祭り、コスモス祭り、親子

が水辺で集う日、川に親しむ親子

の集いの参加者数。 

過去の結果を勘案して最も高い数値を

上回ることをめざす。 

126 5-5  

下水道利用率（下

水道利用者数/市

内人口） 

下水道維持課資料による。 下水道利用率、前年度に対して概ね 1

ポイントの増をめざす。 

129 5-6  

水道事業に満足

している人の割

合 

水道部「松戸市水道事業に関する

アンケート調査」による。 

 

平成 19 年度(28.4%)より年 1 ポイント

の向上をめざす。 

129 5-6  

浄・配水施設の更

新率 

浄・配水施設の主要設備の更新実

績。 

浄・配水施設の更新計画に基づき設定

した値をめざす。 

131 6-1 ● 

住み続けたいと

思う人の割合 

市民意識調査による。「あなたは、

これからも松戸市に住み続けた

いと思いますか」という質問に対

して、「住み続けたい」、「できる

ことなら住み続けたい」と回答し

た割合。 

平成 21年度「市民意識調査」で、住み

続けたいと回答しなかった残り 40％の

人のうち、5.5%が住み続けたいと思う

ことをめざす。 
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資料 第４次実施計画に設定した「めざそう値」の指標解説（９７指標） 

頁 節項 
意識

調査 
指標 出典・計算根拠 めざそう値(25年度)設定の考え方 

131 6-1 ● 

行政サービスの

改善度 

市民意識調査による。「あなたは、

全体として松戸市の行政サービ

スについて、どのように感じてい

ますか」という質問に対して、「以

前より非常に良くなっている」、

「以前より多少良くなっている」

と回答した割合。 

平成 32 年度のめざそう値から逆算し

た数値をめざす。 

131 6-1  

後期基本計画の

めざそう値の達

成率 

めざそう値を達成した指標数 

÷（全指標数－１） 

この指標を除くため、全指標数か

ら１を除く。 

計画書に掲載しているめざしたい将来

像を実現するため、すべての指標につ

いて、めざそう値の達成をめざす。 

131 6-1 ● 

行政情報入手手

段に係るホーム

ページの割合 

市民意識調査による。「あなたは、

松戸市の行政情報を主に何によ

って入手しているかお答えくだ

さい」という質問に対して、「松

戸市のホームページ」と回答した

割合。 

平成 32 年度のめざそう値から逆算し

た数値をめざす。 

131 6-1 ● 

インターネット

を利用している

人の割合 

市民意識調査による。「あなたは、

ご自身でインターネット（携帯電

話によるネット利用を含む）を利

用しますか」という質問に対し

て、「毎日のように利用してい

る」、「時々利用している」、「たま

に利用している」と回答した割

合。 

市の施策により変動する性質の指標で

はないが、総務省の同様の調査では人

口利用率で 75%を上回っていることや、

現状値が第 3 次実施計画の目標値設定

時の想定に近付いていることから設定

した値をめざす。 

132 6-1  

いきいきと働く

ことができてい

る職員の割合 

人事課「職員アンケート調査」に

よる。 

いきいきと働くことができている職員

の割合を増やすことをめざす。 

140 6-2  

財政力指数 平成 21 年度地方交付税の算定結

果による。 

平成 32年度めざそう値に向けた、通過

点として設定した数値をめざす。 

140 6-2  

経常収支比率 決算資料による。 平成 32年度めざそう値に向けた、通過

点として設定した数値をめざす。 

140 6-2  

自主財源比率 決算資料による。 良好な行財政運営のため、自主財源の

確保をめざす。 

140 6-2  

将来負担比率 決算資料による。 財政の見通しにより算出した数値をめ

ざす。 
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